
 

 

 

 

【教育目標】  ■かんがえる子   ■おもいやりのある子   ■たくましい子 
 

「む ご い 教 育」 
 徳川家康が、幼少時に今川義元の人質になったことはよく知られている話ですが、 
そのときに、今川氏は家臣にこう言ったそうです。 
「この子どもに『むごい教育』をしてやれ。」と。 
家臣が、「むごい教育とは、どういうことをするのですか。」と問うと、今川氏いわく。 

  「朝から晩までうまいものを欲しがるだけ食べさせ、冬は暖かくし、夏は涼しくしてやり、 
何不自由なくしてあげることだ。そうすれば、大抵の者はだめになる。」と。 

 さすがに、天下をとった家康。今川氏の考えたようなだめな人間にはならなかったわけですが、
大いに考えさせられる話です。 
 
今の時代、ほとんどの物は口に入る飽食の時代です。また、ほしがれば、昔よりは簡単に手に

入る時代でもあります。物質的にも経済的に恵まれ、不自由さや不便さを味わわなくてすむ中で
育ち、子どもたちは、逆に「むごい教育」を受けているのかもしれません。だからこそ、あえて
我慢をすることや、知恵を働かせて目の前の課題を自力で解決する経験をたっぷりさせたいと考
えています。「転ばぬ先のつえ」を与えすぎることなく、生き抜く力をしっかり身に付けさせて
あげたいものです。 

 

一所懸命に 練習中！！ ～練習は本番のように 本番は練習のように～ 

 

◇ 慶徳お田植え祭り(7/2)に向けて 
 

 

 

 

 

 
◇ 運動会(5/25)に向けて 
 

 

 

 

 

 

★ PTA奉仕作業 よろしくお願いします。 
   あさって１９日（日）６時より、本年度２回目の PTA奉仕作業となります。今回は、主に校庭及びプー 

ル周辺の草刈り、校庭の除草、池の清掃が中心となります。お忙しい中とは存じますがよろしくお願いい
たします。 

喜多方市立慶徳小学校  学校だより 

令和元年５月 1７日（金）第 ３ 号 大 銀 杏 
発行責任者  校長  石田 秀喜 

 今年３月に国指定重要無形民俗文化財となった慶徳御田植え祭り 

を７月２日に控え、今年も子どもたちは、御田植祭保存会の皆様方

のご指導のもと、早乙女踊りや笛、うたの練習に頑張っています。

特に今年は、国指定に伴い、「記録作成等の措置を講ずべき無形の民

俗文化財」にも指定され、準備や練習の様子も含め、一連の取組が

プロの方によりドキュメンタリー映像として撮影が行われます。作

成されたＤＶＤやブルーレイは県内外に配布されるとともに、国立

国会図書館にも保管されるとのことです。 

 本校のスローガンである「育てよう夢 伸ばそう個性 伝統を受

け継ぐ慶徳の子」の具現のためにも、こうした取組を大切にしてい

きます。 

 

 「みんなが笑顔！最高の運動会」

というスローガンを子どもたちが

考えました。令和になって初めて

の運動会、２５日（土）に開催し

ます。１０連休が明けての短期間

での練習となりましたが、限られ

た時間の中で、子どもたちは一所

懸命に練習をしています。 


